
　１．施工後の対応

　万一、連立トイレに正規品のみを取り付けて誤作動した場合は、現場で特注品に切り替えることができます。

　この場合は、必ずリモコンと本体に特殊コードラベル*を貼ってください。（メンテナンス性向上のため）

　　*アフターサポート期間が終了したため、ラベルの発注はできません。

　２．連立トイレの配置例

２０１９．１１．１　改訂

施工後、現場対応でリモコン相互干渉防止にする場合
('０６Ａ１(ＴＣＦ９６８３Ｊ)・Ａ２(ＴＣＦ９６９３Ｊ)

 '０７Ａ１(ＴＣＦ９６８３ＲＪ)・Ａ２(ＴＣＦ９６９３ＲＪ)スティックリモコン用）
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　３．連立トイレ対応方法

　　<<本体側の設定方法>>

手順

※途中で失敗した場合は、もう一度最初からやり直してください。

１

２

※途中で失敗した場合は、もう一度最初からやり直してください。

４

５

　※リモコン側の切替作業終了後、必ず作動確認を行ってください。

３

２０１２．１２．２８　 改訂

リモコン特殊コード切り替え方法（ウォシュレット本体側）

を押したまま本体の全ランプが点灯（５秒間）すると、

すぐに を５秒以上押す。

５秒後に手順３の設定コードのようにランプが点灯します。

を押す度に標準→特１→特２…特９→標準

と設定が切り替わります。

本体操作部の を１０秒以上押し続ける

⇒１０秒後に全てのランプが５秒間点灯します。

※手順１、２の操作で設定したコードを確認する

ことができます。

便座

標準 特１ 特２ 特３ 特４ 特５ 特６ 特７ 特８ 特９

● ● × × ● ● × ● ● ×

運転 ● × ● × ● ●× ● × ●

●…緑点灯 ▲…橙点灯 ×…消灯

節電 ● ● ● ● × × × ▲ ▲ ▲

設定ｺｰﾄﾞ
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緑色点灯 運転・節電

→橙色点灯

便座→緑色点灯

ランプが点滅（緑色）し

たら最初からやり直し

てください。この間５秒

※設定変更が下記説明書で行えない場合は、TOTOメンテナンスへご依頼下さい。（有償）

※作業途中で失敗した場合は、もう一度最初からやり直してください。
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ビデ
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を押したまま、 を押す。
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本体操作部

から手を離した時点で設定したコードになる。

運転

入/切

ウォシュレット本体の裏面に切り替え後の

特殊コードラベルを貼る。

運転

入/切

≪下図は例です≫



　　<<リモコン側の設定方法>>

手順

２０１３．９．９　改訂

リモコン特殊コード切り替え方法（リモコン側）

１

３
電池を取り付けて、電池カバーを取り付ける
◎取り付けかたは、手順１を参照してください。

※ウォシュレット本体側の切替作業終了後、必ず作動確認を行ってください。

２

ＤＩＰスイッチ カスタムコード一覧

ｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞ
特ｺｰﾄﾞ 標準 特１ 特２ 特３ 特４ 特５
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下表を参考に、４つのＤＩＰスイッチの切り替えを行う。

※ＤＩＰスイッチ部に黒色のシールが貼り付けられている

リモコンがあります。その場合は、シールを剥がして設

定変更を行ってください。

設定完了後、もう一度シールを貼ってください。

ＤＩＰスイッチ

スイッチが

上下に動きます

（初期状態は全て

ONです）

①リモコンハンガーからリモコンを取りはずす。

②電池ガバーを開けて、乾電池を取りはずす。


